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陳
情
第
８
号
、
南
ス
ー
ダ
ン
へ

の
新
た
な
任
務
で
自
衛
隊
を
派
遣

す
る
こ
と
に
反
対
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
賛

成
し
ま
す
。

　
　

月　

日
に
発
表
さ
れ
た
国
連

１１

１０

事
務
総
長
報
告
で
は
、
南
ス
ー
ダ

ン
政
府
軍
が
学
校
を
占
拠
し
、
女

性
を
強
姦
し
、
略
奪
を
働
い
た
と

言
い
ま
す
。
日
本
政
府
は
戦
闘
で

は
な
く
衝
突
と
言
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
生
易
し
い
実
態
で
は
な
く
、

停
戦
協
定
が
破
綻
し
、
自
衛
隊
の

国
連
平
和
維
持
活
動
の
参
加
原
則

を
満
た
し
て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。

自
衛
隊
が
新
任
務
を
付
与
さ
れ
派

遣
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
陳
情
理

由
に
あ
る
よ
う
に
、
我
が
子
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
市
民
の
多
く
が
疑

問
視
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
衛
隊
が
交
戦
す
る
相
手
が

南
ス
ー
ダ
ン
政
府
軍
の
兵
士
と
な

れ
ば
憲
法
違
反
と
な
り
ま
す
。　
１２

月　

日
付
の
神
奈
川
新
聞
に
よ
れ

１４
ば
、
南
ス
ー
ダ
ン
で
大
規
模
な
戦

闘
が
起
き
た
７
月
の
自
衛
隊
の
日

報
が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と

で
す
。
文
民
統
制
が
利
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
衛
隊
派
遣

の
正
当
性
の
検
証
に
影
響
も
あ
る

大
き
な
問
題
で
す
。
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
非
軍
事
の
人
道
支
援
で

す
。
日
本
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
国

際
貢
献
は
、
和
平
協
定
の
政
治
プ

ロ
セ
ス
を
復
活
さ
せ
る
外
交
努
力

で
す
。

が
得
ら
れ
ず
減
額
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
用
地
取
得
面
積
率
は

　

・
１
％
で
、
本
年
度
、
当
該
地

７１で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
所

有
者
か
ら
承
諾
が
得
ら
れ
た
こ
と

は
目
に
見
え
な
い
大
き
な
成
果
で

あ
り
、
今
後
の
展
開
を
大
き
く
期

待
し
賛
意
を
表
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

南
ス
ー
ダ
ン
の
自
衛
隊
派
遣
中
止
を

求
め
る
陳
情
に
賛
成

　

一
般
会
計
補
正
予
算
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
費
の
増
額
は
、

新
規
相
談
、
継
続
支
援
件
数
の
増

加
に
伴
う
も
の
で
す
。
平
成　

年
２７

度
の
本
市
の
実
績
は
、
新
規
相
談

件
数
、
プ
ラ
ン
作
成
件
数
、
就
労

決
定
者
数
の
全
て
が
県
内
の
市
町

村
の
平
均
値
を
上
回
り
、
事
業
の

大
き
な
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
生
活
保
護
運
営
対
策
事
業
費

　

万
円
の
増
額
は
、
医
療
扶
助
適

１５正
化
に
向
け
た
レ
セ
プ
ト
点
検
事

務
量
の
増
加
に
伴
う
賃
金
の
増
額

に
よ
る
も
の
で
、
平
成　

年
度
の

２７

レ
セ
プ
ト
点
検
で
は
１
名
の
非
常

勤
職
員
が
年
間
約
５
万
件
を
行
い
、

２
２
５
９
万
円
余
と
大
き
な
効
果

額
を
上
げ
て
い
ま
す
。
増
加
し
続

け
る
医
療
扶
助
の
適
正
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

ま
た
、
土
木
費
の
北
部
地
区
総
合

交
通
対
策
事
業
費
の
減
額
は
、
相

武
台
前
駅
に
面
し
た
事
業
用
地
の

一
部
に
つ
い
て
地
権
者
か
ら
用
地

協
力
の
内
諾
が
得
ら
れ
た
た
め
内

容
を
精
査
し
、
補
償
費
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。
市
道　

号
線
道
路

３８

改
良
事
業
で
は
一
部
で
用
地
協
力

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
指
摘
事
項
は
あ
り
ま

す
が
、
概
ね
妥
当
な
措
置
と
し
て

賛
成
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の
マ

イ
ナ
ス
約
６
・
２
億
円
を
は
じ
め

合
計
約　

億
円
が
当
初
予
算
を
下

１０

回
り
、
こ
れ
を
補
う
た
め
、
前
年

度
の
繰
越
金
と
財
政
調
整
基
金
か

ら
合
計
約　

・
３
億
円
を
繰
り
入

１１

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
何
と
か
財
源

調
整
を
行
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
財
政
調
整
基

金
の
残
高
は
約
４
・
６
億
円
ま
で

低
下
し
ま
し
た
。
こ
こ
２
、３
年
、

　

億
か
ら　

億
円
の
期
末
残
高
を

１４

１６

確
保
す
る
と
い
う
「
好
調
さ
」は
、

今
回
の
補
正
で
一
転
し
、
そ
の
前

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

９４

２８

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
小
学

校
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
及

び
中
学
校
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
は
、
昨
年
度
は
防
災
強
化
事

業
の
み
で
あ
っ
た
交
付
金
メ
ニ
ュ

ー
が
、
今
年
度
の
追
加
予
算
で
老

朽
化
改
修
や
ト
イ
レ
改
修
事
業
も

対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成　

年
度
予
定
事
業
を
前
倒
し
で

２９
実
施
す
る
も
の
で
す
。
学
校
施
設

は
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
場
だ

け
で
な
く
、
災
害
時
に
は
避
難
所

と
し
て
の
役
割
も
担
う
た
め
、
老

朽
化
対
策
や
耐
震
化
、
ト
イ
レ
環

境
の
改
善
は
大
事
な
事
業
で
あ
り
、

賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

は
、
座
間
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

等
交
通
体
系
の
あ
り
方
検
討
会
で
、

多
方
面
か
ら
の
意
見
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
を
検
討
し
見
直
し
た
結

果
、
平
成　

年
２
月
か
ら
新
た
な

２９

運
行
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
特
に
、

さ
が
み
野
駅
へ
の
乗
り
入
れ
は
移

動
制
約
者
の
移
動
の
幅
が
広
が
り
、

ま
た
、
乗
り
残
し
の
多
か
っ
た
小

松
原
・
相
模
が
丘
コ
ー
ス
は
中
型

バ
ス
の
導
入
に
よ
り
輸
送
力
の
向

上
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
市
役
所
に
行
く
た
め
の
交
通
手

段
か
ら
日
常
の
足
と
し
て
利
便
性

を
重
視
す
る
こ
と
に
見
直
さ
れ
た

こ
と
は
、
課
題
で
あ
っ
た
市
民
の

日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
高
く
評
価
し
ま
す
。

の
水
準
へ
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
要

因
は
、
特
定
の
大
規
模
法
人
の
法

人
税
の
マ
イ
ナ
ス
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
来
、
一
部
大
企
業
の
増
益

で
法
人
市
民
税
は
大
幅
増
で
、
個

人
市
民
税
は
減
と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
が
地
方
財
政
に
も
影
響
を
与
え

て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」

の
妄
想
は
、
終
え
ん
を
迎
え
た
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

将
来
を
見
据
え
た
財
政
配
分
を
考

え
、
過
大
な
負
担
と
な
る
大
規
模

幹
線
道
路
整
備
や
不
要
不
急
な
公

共
事
業
よ
り
、
市
民
の
暮
ら
し
や

生
活
を
守
る
分
野
へ
の
重
点
的
、

優
先
的
な
配
分
に
努
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

ざ
ま
明
進
会
（
松
橋　

淳
郎 
議
員
）

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
賛
意

２８

公
明
党
（
安
田　

早
苗 
議
員
）

学
校
環
境
の
改
善
に
期
待

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
を
評
価

　

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

補
正
予
算
に
賛
成　

市
民
の
暮
ら
し
や

生
活
を
守
る
分
野
に
重
点
配
分
を

　

平
成　

年
度
座
間
市
一
般
会
計

２８

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
本
格
運
行

か
ら
３
年
経
過
し
、
見
直
し
に
よ

る
今
回
改
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
運
行
事
業
費
１
２
６
８
万
９
千

円
は
、
停
留
所
増
加
に
よ
る
利
用

促
進
、
中
型
バ
ス
導
入
に
よ
る
乗

り
残
し
へ
の
対
応
、
利
用
料
金
を

１
５
０
円
と
す
る
運
行
の
継
続
性

に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
評
価

し
ま
す
。

　

座
間
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等

交
通
体
系
の
あ
り
方
検
討
会
に
よ

る
提
言
書
に
あ
る
基
本
方
針
、「
移

動
制
約
者
を
主
体
と
し
た
市
民
の

生
活
の
足
と
し
て
の
利
便
性
の
向

上
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
一
層

の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
市
民
が
座
間

の
地
で
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ

う
に
、
交
通
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
山
坂
の

多
い
入
谷
５
丁
目
、
栗
原
中
央
、

南
栗
原
等
の
地
域
に
は
コ
ー
ス
が

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

補
正
予
算
に
賛
成　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

移
動
制
約
者
の
利
便
性
機
能
を
高
め
て　
!!

複
数
必
要
と
考
え
ま
す
。
武
蔵
野

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
は
停

留
所
の
間
隔
が
２
０
０
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
て
お
り
、
移
動
制
約
者
の

立
場
に
立
っ
た
停
留
所
や
コ
ー
ス

設
定
の
検
討
が
必
要
で
す
。ま
た
、

現
在
の
本
市
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
は

下
肢
不
全
の
方
の
み
で
す
が
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

個
別
輸
送
の
移
動
支
援
も
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
要
望
し
、
本
補
正

予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

９４

２８

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
補
正
の
大
き
な
要
因
で
あ
る

法
人
市
民
税
の
減
収
分
６
億
２
４

８
９
万
円
余
に
対
し
ま
し
て
は
、

年
度
間
の
財
源
調
整
を
補
完
す
る

た
め
の
財
政
調
整
基
金
を
切
り
崩

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
同
基
金

は
、
平
成　

年
３
月
に
２
億
５
４

２２

９
０
万
円
余
ま
で
減
少
し
ま
し
た

が
、
平
成　

年
３
月
に
は
、　

億

２８

１４

８
千
万
円
余
ま
で
積
み
増
し
さ
れ

ま
し
た
。
必
要
以
上
の
市
債
を
発

行
す
る
こ
と
な
く
今
回
の
減
収
分

に
対
応
で
き
た
こ
と
は
、
財
政
健

全
化
に
向
け
た
当
局
の
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

大
い
に
評
価
し
ま
す
。

　

次
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
事
業
費
に
つ
い
て
、
本
補
正
は

「
移
動
制
約
者
を
主
体
と
し
た
市

民
の
生
活
の
足
と
し
て
の
利
便
性

の
向
上
」
と
い
う
新
た
な
基
本
方

針
を
持
っ
て
、
座
間
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
交
通
体
系
の
あ
り
方

検
討
会
の
意
見
や
議
会
の
議
論
を

踏
ま
え
、
当
初
の
運
行
予
定
よ
り

２
カ
月
早
い
、
平
成　

年
２
月
１

２９

日
か
ら
運
行
す
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
乗
り
残
し
解
消
策
と
し

て
の
中
型
バ
ス
の
導
入
、
運
行
増

便
や
コ
ー
ス
の
延
伸
、
芹
沢
公
園

や
座
間
総
合
病
院
へ
の
乗
り
入
れ

等
、
移
動
制
約
者
の
足
を
確
保
す

る
た
め
の
増
額
補
正
に
賛
意
を
表

し
ま
す
。

自
民
党
・
い
さ
ま
（
吉
田　

義
人 
議
員
）

財
政
調
整
基
金
の
適
正
利
用
と

「
市
民
の
足
」
新
始
動
に
賛
意

　

平
成　

年
度
座
間
市
一
般
会
計

２８

補
正
予
算
の
清
川
自
然
の
村
施
設

撤
去
事
業
費
の
増
額
補
正
に
つ
い

て
、
清
川
自
然
の
村
跡
地
に
植
え

ら
れ
る
ヒ
ノ
キ
の
幼
木
の
育
成
及

び
下
草
刈
り
等
５
年
分
の
補
償
費

用
を
執
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い

よ
い
よ
完
全
に
撤
去
事
業
が
完
了

と
な
り
ま
す
。

　

「
清
川
自
然
の
村
」
と
い
う
言

葉
、
名
称
が
予
算
書
に
明
記
さ
れ

る
の
も
、
本
補
正
予
算
が
お
そ
ら

く
最
後
と
な
り
ま
す
。
清
川
自
然

の
村
の
閉
村
に
際
し
て
は
、
一
棟

だ
け
で
も
本
市
内
に
移
築
で
き
な

い
か
な
ど
提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、

実
現
が
か
な
わ
ず
、
惜
別
の
情
に

た
え
ま
せ
ん
。

　

四
半
世
紀
に
わ
た
る
清
川
自
然

の
村
の
ざ
ま
っ
子
た
ち
の
健
全
育

成
へ
の
貢
献
は
多
大
で
あ
っ
た
と

捉
え
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
は
本
年
度
、
本
市
の

表
彰
式
に
お
い
て
、
宮
ヶ
瀬
共
栄

貯
蓄
会
が
、
清
川
自
然
の
村
の
管

理
運
営
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
寄
与
し
た
と
い
う
こ
と
か

ら
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
こ
と

に
も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
に
大
き
な
事
件
、
事
故

も
な
く
、
村
の
営
み
を
無
事
終
了

す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

宮
ヶ
瀬
共
栄
貯
蓄
会
の
皆
様
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
各
位
と
市
担
当

課
へ
の
感
謝
と
と
も
に
賛
意
を
示

し
ま
す
。

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

一
般
会
計
補
正
予
算
に
賛
成

あ
り
が
と
う
！　

清
川
自
然
の
村


